
様式１

帯広畜産大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

大学等全体のプログラム

新規申請（応用基礎レベルの既認定無）

学部・学科によって、修了要件は相違しない

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

必修４科目６単位，選択必修２科目２単位以上を以下のとおり修得すること。

①科目群「データサイエンス基礎」から必修１科目２単位（「データサイエンス入門」）およ
び選択必修科目１単位以上、
②科目群「数学・統計学」から必修３科目４単位（「数学概論」（２単位）、「数理統計入門」
（１単位）、「統計学」（１単位））
③科目群「データサイエンス応用」から選択必修１単位以上

※科目群
＜データサイエンス基礎＞
「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとＡＩ）」「データサイエンス演習
（計算科学）」「データサイエンス演習（統計学A）」「データサイエンス演習（統計学B）」
＜数学・統計学＞
「数学概論」「数理統計入門」「統計学」
＜データサイエンス応用＞
「農業とテクノロジー」「植物生態学」「農業統計学」「生物統計学」「生物統計学演習」「家
畜生産統計学演習」「家畜育種学演習」「家畜育種学II」「環境生態学実習I」「環境生態
学実習II」「食品科学基礎実習I」「食品科学基礎実習II」「食品科学基礎実習III」「農業経
済学実習I」「農業経済学実習II」「農業経済学実習III」「生物生産機械・環境工学実習I」
「植物生産科学実習I」「植物生産科学実習II」

⑦プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 6 科目

8 単位

Ⅲ

授業科目 単位数 1-6 1-7 2-2 2-7 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 ＡＩ・DS実践 1-3 1-4 1-5 2-3 2-4 2-5 2-6 3-6 3-7 3-8 3-9 数学
発展

AI応用
基礎

データ
サイエンス
応用基礎

データ
エンジニアリング

応用基礎
その他

データサイエンス入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

数学概論 2 ○ ○ ○

数理統計入門 1 ○ ○ ○ ○ ○

統計学 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データサイエンス演習（データとＡＩ） 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データサイエンス演習（計算科学） 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データサイエンス演習（統計学A） 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データサイエンス演習（統計学B） 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業とテクノロジー 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

植物生態学 2 ○ ○ ○ ○ ○

農業統計学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生物統計学 2 ○ ○ ○ ○

生物統計学演習　 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

家畜生産統計学演習 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

家畜育種学演習　 1 ○ ○ ○ ○ ○

家畜育種学II　 2 ○ ○ ○ ○ ○

環境生態学実習I　 2 ○ ○ ○ ○

環境生態学実習II　 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食品科学基礎実習I 2 ○ ○ ○

食品科学基礎実習II 2 ○ ○ ○

食品科学基礎実習III 2 ○ ○ ○

農業経済学実習I 1 ○ ○ ○ ○ ○

農業経済学実習II 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業経済学実習III 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

生物生産機械・環境工学実習I 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

植物生産科学実習I 2 ○ ○ ○

植物生産科学実習II 2 ○ ○ ○

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ プログラム履修必須の有無

⑥ 修了要件

① 申請単位

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和８年度申請用

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

モデルカリキュラム対応状況

Ⅰ Ⅱ

（１）必須科目（プログラムを修了する
ために必ず履修しなければならない科
目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずし
もイコールではない

（２）選択必須科目（プログラムを修了
するために一定の条件のもと履修しな
ければならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成する
科目のうち「必須科目」「選択必須科
目」のいずれにも該当しない科目）



⑧ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-6

・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率「データサイエンス入門」「数理統計入門」
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「データサイエンス入門」「数理統計入門」「データサイエンス演習（統計学A）」「データサイエンス演習（統計学B）」「生物統計学」「生物統計学演習」「家畜生産統計学演習」
・相関係数、相関関係と因果関係「データサイエンス入門」「統計学」「データサイエンス演習（統計学A）」「データサイエンス演習（統計学B）」「生物統計学」「生物統計学演習」「家畜生産統計学演習」
・名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度「データサイエンス入門」「数理統計入門」「統計学」「データサイエンス演習（統計学A）」「データサイエンス演習（統計学B）」
・確率分布、正規分布、独立同一分布「データサイエンス入門」「数理統計入門」「統計学」「データサイエンス演習（統計学A）」「データサイエンス演習（統計学B）」
・ベクトルと行列「数学概論」「データサイエンス演習（計算科学）」「家畜育種学演習」「家畜育種学II」
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「数学概論」「データサイエンス演習（計算科学）」「家畜育種学演習」「家畜育種学II」
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「数学概論」「データサイエンス演習（計算科学）」「家畜育種学演習」「家畜育種学II」
・逆行列「数学概論」「データサイエンス演習（計算科学）」「家畜育種学演習」「家畜育種学II」
・多項式関数、指数関数、対数関数「数学概論」
・関数の傾きと微分の関係、積分と面積の関係「数学概論」
・１変数関数の微分法、積分法「数学概論」

1-7

・アルゴリズムの表現（フローチャート、アクティビティ図）「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データサイエンス演習（データとAI）」「データサイエンス演習（計算科学）」

2-2

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」「データサイエンス演習（統計学A）」「農業とテクノロジー」「環境生態学実習II」「生物生産機械・環境工学実習I」
・構造化データ、非構造化データ「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード「データサイエンス演習（データとAI）」
・配列、木構造（ツリー）、グラフ「データサイエンス演習（計算科学）」

2-7

・文字型、整数型、浮動小数点型「データサイエンス演習（データとAI）」
・変数、代入、四則演算、論理演算「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」「データサイエンス演習（計算科学）」「データサイエンス演習（統計学B）」「家畜育種学演習」「家畜育種学II」「環境生態学実習II」
・配列、関数、引数、戻り値「データサイエンス演習（データとAI）」「データサイエンス演習（計算科学）」「データサイエンス演習（統計学B）」「家畜育種学演習」「家畜育種学II」「環境生態学実習II」
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「データサイエンス演習（データとAI）」「データサイエンス演習（計算科学）」「データサイエンス演習（統計学B）」

1-1

・データ駆動型社会、Society5.0「データサイエンス入門」「農業とテクノロジー」
・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」「農業経済学実習II」「農業経済学実習III」

1-2

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」「環境生態学実習I」「環境生態学実習II」「食品科学基礎実習I」「食品科学基礎実習II」「食品科学基礎実習III」「農業経済学実習I」「農業経済
学実習II」「農業経済学実習III」「植物生産科学実習I」「植物生産科学実習II」
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス入門」「統計学」「データサイエンス演習（統計学B）」「農業統計学」「生物統計学」「生物統計学演習」「家畜生産統計学演習」
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」「データサイエンス演習（統計学A）」「生物統計学演習」「家畜生産統計学演習」「環境生態学実習II」「食品科学基礎実習I」
「食品科学基礎実習II」「食品科学基礎実習III」「農業経済学実習I」
・データの収集、加工、分割/統合「データサイエンス演習（データとAI）」

2-1

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」「農業とテクノロジー」「植物生態学」「環境生態学実習II」
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」「環境生態学実習II」
・ビッグデータ活用事例「データサイエンス入門」「農業とテクノロジー」

3-1
・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「データサイエンス入門」
・人間の知的活動とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）「データサイエンス入門」「統計学」「農業とテクノロジー」「農業統計学」

3-2

・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」
・AIに関する原則/ガイドライン、規制「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」
・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」

3-3

・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）「データサイエンス入門」「農業とテクノロジー」
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「データサイエンス入門」「統計学」「データサイエンス演習（統計学B）」「農業統計学」

3-4
・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」「農業とテクノロジー」
・ニューラルネットワークの原理「データサイエンス入門」「農業統計学」

3-5

・実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など）「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など）「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」
・マルチモーダル（言語、画像、音声など）「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」
・プロンプトエンジニアリング「データサイエンス入門」「データサイエンス演習（データとAI）」

3-10
・AIの学習と推論、評価、再学習「データサイエンス入門」
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「データサイエンス演習（データとAI）」「農業とテクノロジー」

授業に含まれている内容・要素

（１）データサイエンスとして、統
計学を始め様々なデータ処理に
関する知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、微分積
分）」に加え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログラミング
基礎」の概念や知識の習得を目
指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技
術種類や応用分野、更には研
究やビジネスの現場において実
際にＡＩを活用する際の構築から
運用までの一連の流れを知識と
して習得するＡＩ基礎的なものに
加え、「データサイエンス基礎」、
「機械学習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展望」から
構成される。



様式２

①プログラム開設年度 令和7 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

畜産学部共同獣医学課程 247 166 40 240 40 0 40 17%

畜産学部畜産科学課程 913 564 210 860 213 0 213 25%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 1,160 730 250 1,100 253 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 253 23%

令和3年度 令和2年度 履修者数
合計 履修率

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部名称
入学
定員

収容
定員

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度学生数



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

①

(常勤） 130 人

（非常勤） 29 人

②

11 人

③

（責任者名） 岩本　博幸

（役職名） 副学長（教育・社会連携担当）・大学教育センター長

④

（名称） 大学教育センター教育支援室

⑤

（名称）
帯広畜産大学大学教育センター規程
帯広畜産大学大学教育センター教育支援室
内規

⑥

⑦

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

体制の目的

教育支援室は、学生の修学支援、教育内容及び教育方法の改善並びに授業
評価等に関する業務を行う組織である。教育支援室内規では、同室の業務を
教育プログラムの推進及び自己点検・評価並びに改善に関することと明記し
ており、本プログラムの企画、検討、自己点検評価及びその結果に基づく改
訂並びに公表を担当する。

具体的な構成員

教育支援室長（環境農学研究部門植物生産科学分野）　教授　大西　一光
環境農学研究部門農業環境工学分野　准教授　吉川　琢也
環境農学研究部門植物生産科学分野　准教授　春日　純
人間科学研究部門人文社会学・言語科学分野　教授　平舘　善明
獣医学研究部門基礎獣医学分野　教授　山田　学
獣医学研究部門基礎獣医学分野　准教授　武田　洋平
獣医学研究部門臨床獣医学分野　准教授　佐野　忠士
生命・食料科学研究部門家畜生産科学分野　教授　萩谷　功一
環境農学研究部門環境生態学分野　准教授　赤坂　卓美
生命・食料科学研究部門食品科学分野　准教授　橋本　直人
環境農学研究部門農業経済学分野　准教授　三宅　俊輔
人間科学研究部門自然科学・体育分野　准教授　斉藤　準
教務課長　　小田　賢一



⑧

令和７年度履修率 23%

令和８年度予定 46%

令和９年度予定 69%

令和10年度予定 92%

令和11年度予定 96%

⑨

⑩

令和７年度に本プログラムを開始したが、プログラムの構成科目には１年次
の必修科目が含まれていることから、入学定員に対する対象学生の履修率
は100%であった。今後は学年進行に伴い、全体としての履修率も向上していく
見込みである。
また、履修者数向上のため、入学時の新入生オリエンテーションにおいて本プ
ログラムの概要を説明し、数理・データサイエンス・ＡＩ教育の重要性及び本学
の専門領域との関連を示すことで、学生の関心を高め、必修科目だけでなく、
本プログラムを構成するできるだけ多くの科目について履修率の向上を図る。

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

本プログラムの必修科目の多くは卒業要件単位として設定されており、所属
を問わず学生全員が本プログラムを受講可能である。また、科目群「データサ
イエンス応用」においては、すべてのユニットの専門科目を構成科目として配
置しているため、所属に関わらず履修しやすい構成としている。特に1・2年次
を対象とした導入的な必須・選択必須科目は、対象学年の他の科目授業と重
ならない時間割を設定している。

できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

入学時に全新入生が参加するオリエンテーションにおいて本プログラムの説
明を行い、履修を推奨している。また、新入生全員に配布する履修要覧にプ
ログラム内容を掲載するとともに、大学ホームページでも情報を公開すること
で、全学生が容易に情報を得られるようにしている。

具体的な計画

履修者数・履修率の向上に向けた計画 



⑪

⑫

本プログラムの各科目については、授業翌日には授業動画をアーカイブで配
信しいつでも復習できるようにしている。また、多くの対象科目（27科目中20科
目）でLMSを活用し、授業内外でオンラインを活用して学習できる体制としてい
る。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

各科目について、授業時間内での質問対応に加え、LMS（Moodle）やポータル
サイト等を活用して学習指導を行っている。また、学生はLMS（Moodle）及び
メール等を通じていつでも質問することが可能である。さらに、各科目の担当
教員はオフィスアワーを設けており、学生は対面での質問を行うことができる
体制となっている。可能な限りSA・TAには過年度の対象科目履修者や継続
担当者を採用することで、授業内でより効果的に質問を受け付けられる体制
も整えている。

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① 大学教育センター教育支援室

大西　一光

大学教育センター教育支援室長

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

本プログラムを構成する科目は、いずれも学生ポータルサイトにより履修者の履修
状況や修得状況を授業担当教員や教務課が随時把握することができる。また､プロ
グラム全体の対象27科目中20科目では、LMS（Moodle）を使用し、より詳細な履修・
学修状況、修得・達成状況を確認できる状態にある。なお、令和7年度は253人が履
修したが､教育支援室において、定期的に履修状況や各科目の単位取得状況、およ
びプログラムの修得状況を確認していく計画としている。

学修成果

教育支援室において、プログラム対象科目の単位取得状況に加えて成績分布を確
認・把握し、本プログラムの評価及び改善に活用する。令和7年度の対象7科目中6
科目では､単位取得率が95%以上であり、また、評点90%以上となった履修者が分布
の多くを占めるなど、高い学修成果が得られていると考えられる。

学生アンケート等を通じた学生の
内容の理解度

教育支援室において各学期末に実施している授業評価アンケートと、一部の対象科
目で実施している本プログラム独自の学生アンケートにより、学生の理解度を把握
し、本プログラムの評価及び改善に活用する。令和7年度は導入的科目であるデー
タサイエンス入門において特に肯定的な評価が多く、今後の上位科目の履修に向け
た基礎的理解が得られているものと考えられる。

学生アンケート等を通じた後輩等
他の学生への推奨度

令和7年度の対象7科目全体における授業評価アンケートでは「授業は全体として満
足できるものであった。」という設問に対し「強くそう思う」「そう思う」と回答した割合が
80.2％と高かった。また、一部科目のLMSで実施したアンケートでは、講義と演習を
組み合わせた授業方法や、課題の分量・難易度等が、いずれも適切であると評価さ
れ、自由記述においても肯定的な評価が多く見られた。これらのことから、履修者は
本プログラムを他の学生に推奨できるものと考えられる。

全学的な履修者数、履修率向上
に向けた計画の達成・進捗状況

入学時に実施する新入生オリエンテーションにおいて、本プログラムの説明を行い履
修を推奨している。令和7年度からはプログラム対象科目を実際に担当している教員
が説明を行ったこともあり、前年度に比べ大きく履修者数が増加した。また、プログラ
ム独自の学生アンケートにおいて受講学生からの意見を聴取するなどして、授業の
改善を図ることで、学生の関心を高め履修率の向上を図る。なお、今後の本プログラ
ム科目の全学必修化について、現在検討を行っている。

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

（責任者名）

（役職名）

自己点検・評価の視点

学内からの視点



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、
活躍状況、企業等の評価

本プログラムは、令和7年度から開始したため、現時点ではプログラム修了者の進路
等について評価することはできないが、今後、集約・評価していく予定である。

産業界からの視点を含めた教育
プログラム内容・手法等への意
見

本プログラムで扱う内容・手法等について、合同企業説明会参加企業に対し、アン
ケートによる評価を依頼した。この結果、本プログラムはさまざまな産業分野で求め
られる数理・データサイエンス・AI関連の素養について広くカバーできていると評価さ
れた一方、実務的なビジネススキルとの結びつき等の点で、さらに充実・改善可能な
要素のあることが明らかになった。これらの知見を参考にプログラムの改善に役立て
ていくとともに、次年度以降も同様の評価を継続して依頼・実施する。

本プログラムの対象科目は、講義区分の科目も含めて、授業時間の多くを、身近ま
たは研究関連の題材を用いた表計算やプログラミング等を活用した演習や実習によ
り行っている。こうした実践的手法の工夫により、楽しさや意義を実感しながら理解を
深めいるものと評価できる。実際、「データサイエンス入門」等の履修後アンケートで
は、選択式回答で多数の学生が本手法を肯定的に評価し、自由記述でも座学、演
習、授業外学習の各要素を有益とする評価が得られた。また、さらに深く学びたい分
野として表計算、生成AI、統計学、プログラミング等が挙げられ、数理・データサイエ
ンス・AI関連の学習意欲向上に貢献したことが明らかとなった。

「データサイエンス入門」および「データサイエンス演習」では、担当教員間で情報交
換会を行い、授業アンケート結果や実施状況、学生の様子、各自の専門分野におけ
るデータサイエンス関連研究の動向等を踏まえ、講義内容・実習手法の改善・新規
導入を検討し、次年度に反映している。令和7年度の「データサイエンス入門」では、
生成AIに関する題材・演習を充実させ、学生の要望や実社会の動向を踏まえた改善
により高い評価を得たほか、前年履修者によるTA・SAを導入し、履修経験を活かし
たきめ細かな対応が肯定的に評価された。「データサイエンス演習」では提出課題を
質的に検討し、難度や分量の調整により学習効果を高めることとした。

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分
かりやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展
を踏まえて教育内容を継続的に見直すな
ど、より教育効果の高まる授業内容・方
法とするための取組や仕組みについても
該当があれば記載

















































































































































1100．．令令和和７７年年度度入入学学者者共共同同獣獣医医学学課課程程教教育育課課程程表表
 
共同獣医学課程 

１．一般教養教育科目（基盤教育） 

２．一般教養教育科目（共通教育） 

 ３．専門科目（展開教育） 
 
 
表の見方 

 
 「必修・選択」欄 

◎印・・・必修科目 
   無印・・・選択科目 
 

 

 

 

 

 

※なお、各科目のシラバス（授業概要・授業計画等）については、本学ホームペ

ージ https://www.obihiro.ac.jp に掲載していますので、確認してください。 

PC2256
テキストボックス
令和７年度入学者用




１．一般教養教育科目（基盤教育）

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期11期12期

351010 基礎学術ゼミナール 1 ◎ 1 　

351020 農畜産科学概論Ⅰ（畜産学） 1 ◎ 1

351110 生物学概論 2 ◎ 2

351120 化学概論 2 　 2

351130 物理学概論 2 ◎ 2

351140 地球科学概論 2 2

351150 数学概論 2 ◎ 2

351160 経済学概論 2 ◎ 2

351175 データサイエンス入門 2 2

352010 化学実験 1 1

352020 生物学実験 1 ◎ 1

352030 地学実験 1 1

352040 物理学実験 1 1

352045 数理統計入門 1 ◎ 1

352055 統計学 1 ◎ 1

352110 データサイエンス演習（データとＡＩ） 1 1

352120 データサイエンス演習（計算科学） 1 1

352130 データサイエンス演習（統計学Ａ） 1 1

352140 データサイエンス演習（統計学Ｂ） 1 1

361010 文学 2 2

361020 哲学 2 2

361030 心理学 2 　 2

361040 法学（日本国憲法） 2 2

361050 社会学 2 2

361060 近現代史 2 2

361070 体育実技Ⅰ 1 ◎ 1

361080 体育実技Ⅱ 1 ◎ 1

361090 健康・スポーツサイエンス 2 2

361100 政治学 2 2

362030 健康・スポーツコンディショニング 2 2

362040 日本語表現論 2 2

362050 市民生活と法 2 2

362060 教育原理 2 2

362070 教育心理学 2 2  

362080 インターンシップ 1

362115 連携教育総合（基盤）Ⅰ 1～2

362125 連携教育総合（基盤）Ⅱ 1～2

363010 日本と世界の食文化 2 2  

363025 比較芸術論 2 2

363030 国際関係論 2 　 2

363040 風土と酪農・農業 2 2

363050 表象文化論 2 　 2

一
般
教
養
教
育
科
目

学
ぶ
基
盤

理
論
科
目

必修10単位、
選択2単位以
上

実
験
演
習
科
目

必修3単位、
選択2単位以
上（選択に
は、実験1単
位以上含
む。）

生
き
る
基
盤

コ
ア
科
目

必修2単位、
選択2単位以
上

発
展
的
科
目

選択5単位以
上

1（３、５、７、９期いずれかで履修）

1～2（１、３、５、７期いずれかで履修）

1～2（２、４、６、８期いずれかで履修）

発展的
科目・
国際科
目

履修方法１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

開講期

区分 科目コード 授業科目名
単
位
数

必
修
・
選
択



１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期11期12期

371210 English I 2 ◎ 2

371220 English II 2 2

371230 English III 2 2

371240 English IV 2 2 　

371250 English V 2 2

372010 ドイツ語会話Ⅰ 2 2

372020 ドイツ語会話Ⅱ 2 2

372030 ドイツ語会話Ⅲ 2 2

372040 ドイツ語会話Ⅳ 2 2

372050 ドイツ語文法Ⅰ 2 2

372060 ドイツ語文法Ⅱ 2 2

372070 スペイン語Ⅰ 2 2 　

372080 スペイン語Ⅱ 2 2 　

372100 中南米の言語と文化 2 2 　

一
般
教
養
教
育
科
目

共
通
基
盤

英
語

必修2単位、
選択4単位以
上

ド
イ
ツ
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

選択4単位以
上

開講期

履修方法１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次区分 科目コード 授業科目名
単
位
数

必
修
・
選
択



２．一般教養教育科目（共通教育）

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 １０期 １１期 １２期

421100 家畜家禽論 2 2 　

421110 農業と経済 2 2

421120 農業とテクノロジー 2 2

421130 土壌栽培学基礎 2 2

421160 生態学 2 2

421170 遺伝学 2 2

421180 生物化学 2 2

421190 有機化学 2 ◎ 2 　

421200 無機化学 2 ◎ 2 　

421210 分析化学 2 2

421220 基礎物理学 2 ◎ 2

421240 基礎経済学 2 2

421250 生命と福祉 2 2

421260 細胞生物学 2 ◎ 2

421280 応用物理学 2 ◎ 2

421290 農業気象学 2 2

421310 基礎経営学 2 2

421360 共通教育総合Ⅰ 2

421370 共通教育総合Ⅱ 2

421380 連携教育総合（共通）Ⅰ 1～４

421390 連携教育総合（共通）Ⅱ 1～４

427110 海外フィールド展開入門 2 2

427140 海外実習 2

427150 国際協力ディベート論 2 2

427160 海外フィールドワーク 2

427170 国際開発フィールドワーク 2

427180 Advanced　seminar 2

425940 国際開発経済学 2 2

427410 丈夫な馬づくり学 2 2

427420 実践競走馬学 2 2

427430 乗馬・飼養管理実習 1 1

427440 乗馬・グラウンドワーク実習 1 1

427450 馬産業施設等 長期インターンシップ 6

427460 清酒学 1 1

427470 清酒醸造実習 1 1

427480 チーズ学 2 2

427490 チーズ製造実習 1 1

※必修科目以外を修得しても、進級要件・卒業要件には含まれません。

一
般
教
養
教
育
科
目

共
通
基
礎
科
目

必修１０単位

２（１、３、５、７期いずれかで履修）

２（２、４、６、８期いずれかで履修）

１～４（１、３、５、７期いずれかで履修）

１～４（２、４、６、８期いずれかで履修）

共
通
発
展
科
目

国
際
教
育
科
目

2

2（５期～１２期の間で履修）

2

2

産
学
連
携
科
目

6

履修方法１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

開講期

区分 科目コード 授業科目名
単
位
数

必
修
・
選
択



３．専門科目（展開教育）

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

601010 解剖学 4 ◎ 4

601020 解剖学実習 2 ◎ 2

601030 組織学 2 ◎ 　 2

601040 組織学実習 2 ◎ 2

601050 発生学 1 ◎ 1

601060 生理学 I 2 ◎ 2

601070 生理学 II 2 ◎ 2

601080 生理学実習 1.5 ◎ 1.5

601090 代謝生化学 2 ◎ 2

601100 分子遺伝情報科学 1 ◎ 1

601110 生化学実習 1 ◎ １

601120 基礎薬理学 2 ◎ 2

601130 機能制御薬理学 2 ◎ 　 2

601140 薬理学実習 1 ◎ 1

601150 実験動物学・獣医遺伝学 2 ◎ 2

601160 基礎動物行動学 1 ◎ 1

601170 実験動物学実習 1 ◎ 1

601180 放射線生物学 1 ◎ 1

601190 放射線生物学演習 1 ◎ 1

601200 病理学総論 2 ◎ 2

601210 循環器・呼吸器病理学 1 ◎ 1

601220 消化器病理学 1 ◎ 1

601230 泌尿器病理学 1 ◎ 1

601240 神経・運動器病理学 1 ◎ 1

601250 病理学総論実習 1 ◎ 1

601260 病理学各論実習 1 ◎ 1

601270 基礎免疫学 1 ◎ 1

601280 臨床応用免疫学 1 ◎ 1

601290 微生物学Ⅰ 2 ◎ 2

601300 微生物学Ⅱ 0.5 ◎ 0.5

601310 微生物学実習 2 ◎ 2

601320 感染症学Ⅰ 2 ◎ 2

601330 感染症学Ⅱ 0.5 ◎ 0.5

601340 伝染病学実習 1 ◎ 1

601350 寄生虫・寄生虫病学 1.5 ◎ 　 1.5

601360 原虫病学・寄生虫病学実習 1 ◎ 1

601370 家禽疾病学 1 ◎ 1

601380 原虫病学 1.5 ◎ 1.5

601390 魚病学 1 ◎ 1

601400 野生動物学 2 ◎ 2

601410 基礎毒性学 1 ◎ 1

601420 応用毒性学 1 ◎ 1

601430 毒性学実習 1 ◎ 1

601440 獣医公衆衛生学 1 ◎ 　 1

601450 獣医公衆衛生学実習 1 ◎ 1

区分 科目コード 授業科目名
単
位
数

必
修
・
選
択

履修方法１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

開講期

獣
医
学
コ
ア
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

必修131.5単
位、選択2単
位以上



１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

区分 科目コード 授業科目名
単
位
数

必
修
・
選
択

履修方法１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

開講期

601460 食品衛生学 2 ◎ 2

601470 食品衛生学実習 1 ◎ 1

601480 基礎動物衛生学 1 ◎ 1

601490 応用動物衛生学 1 ◎ 1

601500 動物衛生学実習 1 ◎ 1

601510 環境毒性学・環境衛生学 1 ◎ 1

601520 人獣共通感染症学 1.5 ◎ 1.5

601530 獣医疫学 1.5 ◎ 1.5

601540 獣医疫学演習 1 ◎ 1

601550 臨床診断学 1 ◎ 1

601560 プレクリニカル実習 5 ◎

601570 臨床薬理学 1 ◎ 1

601580 臨床腫瘍学 1 ◎ 1

601590 放射線獣医療・画像診断学 1 ◎ 1

601600 内科学総論 1 ◎ 1

601610 内科学各論 3 ◎

601620 臨床動物栄養学 0.5 ◎ 0.5

601630 臨床動物行動学 0.5 ◎ 0.5

601640 産業動物臨床学 2 ◎ 2

601650 外科学総論 2 ◎ 2

601660 軟部組織外科学 1.5 ◎

601670 整形外科学 1.5 ◎ 1.5

601680 馬臨床学 2 ◎ 2

601690 生産獣医療学演習 1 ◎ 1

601700 繁殖生理学 1.5 ◎ 1.5

601710 臨床繁殖学 1.5 ◎ 1.5

601720 伴侶動物獣医療実習Ⅰ 4 ◎

601730 伴侶動物獣医療実習Ⅱ 2 ◎

601740 産業動物獣医療実習Ⅰ 3 ◎

601750 産業動物獣医療実習Ⅱ 1 ◎

601760 夜間・救急獣医療実習Ⅰ 1.5 ◎

601770 夜間・救急獣医療実習Ⅱ 0.5 ◎

601780 総合獣医療実習 2 ◎

601790 札幌基礎獣医学演習・獣医学概論 2 ◎ 2

601800 帯広基礎獣医学演習 1 ◎ 1

601810 農畜産演習 2 ◎ 2

601820 獣医倫理・動物福祉 1 ◎ 1

601830 生物統計学演習 1 ◎ 1

601840 獣医法規 1 ◎ 1

601850 獣医コミュニケーション演習 1 ◎ 1

601860 家畜育種学 2 ◎ 2

601870 基礎動物栄養学 1 ◎ 1

601880 草地飼料学 2 ◎ 2

601890 短期現地実習I 1 ◎

601900 短期現地実習II 1 ◎

601910 獣医学専門セミナーⅠ 0.5 ◎ 0.5

601920 獣医学専門セミナーⅡ 0.5 ◎ 0.5

必修131.5単
位、選択2単
位以上

5

3

1.5

1.5

0.5

4

2

3

1

2

1（不定期）

1（不定期）

獣
医
学
コ
ア
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム



１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

区分 科目コード 授業科目名
単
位
数

必
修
・
選
択

履修方法１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

開講期

601930 野生動物学演習 1 1

601940 動物園学 1 1

601950 研究スタートアップ演習 1 1

601960 生物科学基礎演習(PBL) 1 1

601970 獣医英語演習 0.5 0.5

601980 水産学概論 1

601990 長期現地実習 2

602000 家畜栄養学 2 2

602015 医学概論 2 2

602021 馬学総論Ⅰ 2 2

602025 馬学総論Ⅱ 2 2

602030 環境微生物学 2 　 2

602040 分子生物学 2 2

602050 農畜産関係法 2 2

602060 国際農畜産開発論 2 2

602080 環境昆虫学 2 2

602090 課題研究 10 ◎ 必修10単位

602100 アドバンスト演習 [0.5]ま

たは[1] ◎ [0.5]
[1]

[0.5]
[1]

[0.5]
[1]

[0.5]
[1]

[0.5]
[1]

[0.5]
[1]

選択必修5.5
単位以上

（注）・「単位数」の欄の数字に［］のついている授業科目は、授業（講義）題目が異なるものであれば複数回の履修が可能な授業科目である。

必修131.5単
位、選択2単
位以上

選
択
科
目

1

2（不定期）

アドバンスト科目
10（9期～12期）



1100．．令令和和７７年年度度入入学学者者畜畜産産科科学学課課程程教教育育課課程程表表
 
畜産科学課程 

１．基盤教育 

２．共通教育 

３．展開教育 
 
 
表の見方 

 
  １．「必修・指導・選択」欄 

 ◎印・・・必修科目 
   ○印・・・履修指導科目（選択科目ではあるが、ユニットあるいはコースの教育 

目標の達成のために履修することが望ましいとされる科目） 
   無印・・・選択科目 
 
  ２．「教職関係」欄 

   教員免許取得に必要な科目について、教職上の科目区分を示しています。 
   また、科目区分での必修・選択は以下のとおり表示しています。 
   ◎印・・・必修科目 
   無印・・・選択科目 
    
 

 

 

 

 

※なお、各科目のシラバス（授業概要・授業計画等）については、本学ホー

ムページ https://www.obihiro.ac.jp に掲載していますので、確認してくだ

さい。 



１．基盤教育

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

351110 生物学概論 2 ◎ 2

351120 化学概論 2 ◎ 2

351130 物理学概論 2 2

351140 地球科学概論 2 2 ◎地学

351150 数学概論 2 2

351160 経済学概論 2 2

351175 データサイエンス入門 2 2 情報機器

351180 入門生物学※　 1 1

351190 入門化学※ 1 1

351200 入門数学※ 1 1

351210 入門物理学※ 1 1

352010 化学実験 1 1 ◎各実験

352020 生物学実験 1 1 ◎各実験

352030 地学実験 1 1 ◎各実験

352040 物理学実験 1 1 ◎各実験

352110 データサイエンス演習（データとＡＩ） 1 1 情報機器

352120 データサイエンス演習（計算科学） 1 1 情報機器

352130 データサイエンス演習（統計学Ａ） 1 1 情報機器

352140 データサイエンス演習（統計学Ｂ） 1 1 情報機器

361010 文学 2 2

361020 哲学 2 2

361030 心理学 2 2

361040 法学（日本国憲法） 2 2 ◎憲法

361050 社会学 2 2

361060 近現代史 2 2

361070 体育実技Ⅰ 1 ◎ 1 ◎体育

361080 体育実技Ⅱ 1 1 ◎体育

361090 健康・スポーツサイエンス 2 2

361100 政治学 2 2

362030 健康・スポーツコンディショニング 2 2

362040 日本語表現論 2 2

362050 市民生活と法 2 2

362060 教育原理 2 2 ◎教職

362070 教育心理学 2 2 ◎教職

362080 インターンシップ 1

362090 基盤教育総合Ⅰ 2

362100 基盤教育総合Ⅱ 2

362115 連携教育総合（基盤）Ⅰ 1～2

362125 連携教育総合（基盤）Ⅱ 1～2

363010 日本と世界の食文化 2 2

363025 比較芸術論 2 2

363030 国際関係論 2 2

363040 風土と酪農・農業 2 2

363050 表象文化論 2 2

区分 科目コード 授業科目名 単位数

必
修
・
選
択

履修方法 教職１年次 ２年次 ３年次 ４年次

開講期

※の履修対象者は大学教育センターが指定

学
ぶ
基
盤

理
論
科
目

必修４単位、選択１０
単位以上（選択には
実験科目（化学実
験・生物学実験・地
学実験・物理学実
験）２単位以上を含
む）

実
験
演
習
科
目

生
き
る
基
盤

コ
ア
科
目

必修１単位、選択６
単位以上

発
展
的
科
目

選択１０単位以上

1（３、５、７期いずれかで履修）

２（３、５、７期いずれかで履修）

２（４、６、８期いずれかで履修）

1～2（１、３、５、７期いずれかで履修）

1～2（２、４、６、８期いずれかで履修）

発展的
科目・国
際科目



１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

371210 English I 2 ◎ 2 外国語

371220 English II 2 ◎ 2 外国語

371230 English III 2 ◎ 2 　

371240 English IV 2 2 　

371250 English V 2 2

372010 ドイツ語会話Ⅰ 2 2 　

372020 ドイツ語会話Ⅱ 2 2 　

372030 ドイツ語会話Ⅲ 2 2

372040 ドイツ語会話Ⅳ 2 2

372050 ドイツ語文法Ⅰ 2 2 　

372060 ドイツ語文法Ⅱ 2 2

372070 スペイン語Ⅰ 2 2 　

372080 スペイン語Ⅱ 2 2

372100 中南米の言語と文化 2 2

区分 科目コード 授業科目名 単位数

必
修
・
選
択

履修方法 教職１年次 ２年次 ３年次 ４年次

開講期

共
通
基
盤

英
語

必修６単位
※EnglishⅠを修得し
たらEnglishⅡを履修
できる。
EnglishⅡを修得した
らEnglishⅢを履修で
きる。

ド
イ
ツ
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

選択４単位以上

※１年次に登録でき
る科目は、前期１科
目、後期１科目とす
る。



２．共通教育

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

421010 全学農畜産実習 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 ◎農業

421020 農畜産科学概論Ⅰ（畜産学） 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 ◎農業

421030 農畜産科学概論Ⅱ（食品科学） 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 ◎農業

421040 農畜産科学概論Ⅲ（農学） 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 ◎農業

421050 農畜産科学概論Ⅳ（農業環境工学） 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 ◎農業

421060 農畜産科学概論Ⅴ（環境生命科学） 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 ◎農業

421070 農畜産科学概論Ⅵ（農業経済学） 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 ◎農業

421080 キャリア教育Ⅰ 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1

421090 キャリア教育Ⅱ 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
421100 家畜家禽論 2 ○ 2 ※農業

421110 農業と経済 2 ○ 2 ※農業

421120 農業とテクノロジー 2 〇 2 ※農業

421130 土壌栽培学基礎 2 ◯ 2 ※農業

421140 食の安全学概論 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 ◎農業

421150 家畜生産と獣医学 2 ○ 　 2

421160 生態学 2 ◎ ◯ 2 ◎生物学

421170 遺伝学 2 ○ ○ ◯ 2 ◎生物学

421180 生物化学 2 ○ ○ ○ ◯ 2 化学

421190 有機化学 2 ○ ○ 2 ◎化学

421200 無機化学 2 ○ ○ 2 ◎化学

421210 分析化学 2 ○ 2 化学

421220 基礎物理学 2 ○ 〇 2 ◎物理学

421240 基礎経済学 2 ◎ ◯ 2

421250 生命と福祉 2 2 ◎農業

421260 細胞生物学 2 ○ ◯ 2 生物学

421270 微生物学 2 ○ ◯ 2 生物学

421280 応用物理学 2 〇 2 ◎物理学

421290 農業気象学 2 ○ 〇 ◯ 2 ◎地学

421295 数理統計入門 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1

421305 統計学 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1

421310 基礎経営学 2 ◎ ◯ 2

421320 社会心理学 2 ○ 2

421330 環境法 2 ○ 2

421340 農畜産関係法 2 ○ ◯ 2 ◎農業

421345 動物医科学入門 1 1

421360 共通教育総合Ⅰ 2

421370 共通教育総合Ⅱ 2 ○
421380 連携教育総合（共通）Ⅰ 1～4

421390 連携教育総合（共通）Ⅱ 1～4

421400 馬学総論Ⅰ 2 ○ 2 農業

421410 馬学総論Ⅱ 2 ○ 2 農業

425020 家畜栄養学Ⅰ 2 ◎ ○ 2 ※農業

425030 家畜管理学Ⅰ 2 ◎ ○ ○ 2 ※農業

425040 家畜生体機能学Ⅰ 2 ◎ 2 農業

425080 家畜生体機能学Ⅱ 2 ◎ ○ 2 農業

425090 家畜繁殖学Ⅰ（繁殖生理） 2 ◎ 2 農業

425100 家畜育種学Ⅰ 2 ◎ 2 農業

425310 環境微生物学 2 ◎ 2 生物学

425320 環境昆虫学 2 ◎ 2 生物学

425330 植物生態学 2 ◎ ◯ 2 生物学

425340 動物生態学 2 ◎ 2 生物学

425350 害虫管理学 2 ◎ ◯ 2 生物学

425360 野生動物科学 2 ◎ 2 生物学

425370 植生管理学 2 ◎ 2

425390 野生動物管理学 2 ○ 2

425610 分子生物学 2 ○ ○ ◯ 2 生物学

425620 食品化学 2 ◎ 2 化学

425630 食品工学 2 ◎ 2 物理学

425640 食品製造学 2 ◎ ○ 2

425655 医学概論 2 ○ ○ 2 生物学

425660 食品栄養学 2 ◎ 2 生物学

425670 食肉加工利用学 2 ○ ○ 2

区分 科目コード 授業科目名 単位数

必修（◎）・指導（○）・選択
履修方法 教職

家畜 生態 食品 経済 工学 植物
１年次 ２年次

開講期

３年次 ４年次

家畜生産
科学ユニッ
トは、必修
14単位、選
択は、共通
教育発展
科目、展開
教育科目と
併せて42
単位以上

環境生態
学ユニット
は、必修16
単位、選択
20単位以
上

食品科学
ユニットは、
必修14単
位、選択14
単位以上

農業経済
学ユニット
は、必修18
単位、選択
19単位以
上

農業環境
工学ユニッ
トは、必修
14単位、選
択10単位
以上

植物生産
科学ユニッ
トは、必修
14単位、選
択19単位
以上

共
通
発
展
科
目

家

畜

生

産

科

学

ユ

ニ

ッ
ト

 家畜生産
科学ユニッ
トは、必修
12単位、選
択は共通
教育基礎
科目、展開
教育科目と
併せて44
単位以上

環境生態
学ユニット
は、必修14
単位、選択
は展開教
育と併せて
24単位以
上

食品科学
ユニットは、
必修8単
位、選択は
展開教育と
併せて21
単位以上

環
境
生
態
学
ユ
ニ

ッ
ト

食
品
科
学
ユ
ニ

ッ
ト

共
通
基
礎
科
目

1

2（1期～8期の間で履修）

2（1期～8期の間で履修）

１～４（１、３、５、７期いずれかで履修）

１～４（２、４、６、８期いずれかで履修）



１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

425910 農業資源経済学 2 ◎ ◯ 2 農業

425920 農業経営学 2 ◎ 2 ※農業

425930 フードシステム学 2 ◎ ◯ 2 　

425940 国際開発経済学 2 ◎ 2 農業

425950 食料・農業政策学 2 ◎ 2 農業

425960 農業支援組織学 2 ◎ 2 農業

425970 農業統計学 2 〇 2

426210 水理学 2 〇 2 物理学

426230 測量学 2 〇 2 ※農業

426255 構造力学 2 〇 2 物理学

426260 土質工学 2 〇 2 地学

426280 地域環境計画学 2 　 ○ 〇 2 農業

426290 農地農村整備学 2 ○ ◎ 2 農業

426300 循環型環境システム学 2 〇 2 農業

426320 農作業システム学 2 〇 2 農業

426345 生物生産制御学 2 〇 2

426360 農業水文学 2 〇 2 農業

426370 土木施工材料学 2 〇 2 農業

426380 畜産機械施設学 2 〇 2 農業

426395 バイオマス化学 2 〇 2

426400 気象環境学 2 〇 2 地学

426410 生物生産機械・環境工学 2 ◎ ◯ 2 ※農業

426510 食用作物学 2 ○ ◎ 2 農業

426520 持続型農学実習 2 ◎ 2

426530 植物生産科学 2 ◎ 2 農業

426540 植物生産土壌学 2 ◎ 2 地学

426550 飼料作物学 2 ○ ◎ 2 ※農業

426560 植物育種学 2 ◎ 2 生物学

426570 植物病理学 2 ◎ 2 　

426580 土壌環境科学 2 ◎ 2 地学

426590 植物生理学 2 ◎ 2 生物学

426600 園芸作物学 2 ○ ○ 2

426630 植物ゲノム・分子育種学 2 ○ 2 生物学

426640 応用昆虫学 2 ○ 2 生物学

426810 基礎免疫学 1 1 生物学

426820 臨床応用免疫学 1 1 生物学

426845 実験動物学・獣医遺伝学 2 2

426855 微生物学Ⅰ 2 2

426860 基礎動物衛生学 1 1

426870 応用動物衛生学 1 1

426880 分子遺伝情報科学 1 1

426890 基礎薬理学 2 2

426900 細菌学 1 1 生物学

426910 獣医公衆衛生学 1 1

426925 環境毒性学・環境衛生学 1 1

426930 病態薬理学 2 2

426945 基礎毒性学 1 1

426950 応用毒性学 1 1

426960 生物統計学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 生物学

426970 獣医疫学 1.5 ○ 1.5

427110 海外フィールド展開入門 2 2

427115 国際農畜産開発論 2 2 ◎農業

427140 海外実習 2

427150 国際協力ディベート論 2 2

427160 海外フィールドワーク 2

427170 国際開発フィールドワーク 2 　

427180 Advanced　seminar 2

427410 丈夫な馬づくり学 2 ○ 2

427420 実践競走馬学 2 ○ 2

427430 乗馬・飼養管理実習 1 1

427440 乗馬・グラウンドワーク実習 1 1

427450  馬産業施設等長期インターンシップ 6

427460 清酒学 1 ○ 1

427470 清酒醸造実習 1 ○ 1

427480 チーズ学 2 ○ 2

427490 チーズ製造実習 1 ○ 1

履修方法 教職
家畜 生態 食品 経済 工学 植物

１年次

必修（◎）・指導（○）・選択

２年次 ３年次 ４年次

 
農業経済
学ユニット
は、必修12
単位、選択
20単位以
上

農業環境
工学ユニッ
トは、必修4
単位、選択
は、展開教
育科目と併
せて45単
位以上

植物生産
科学ユニッ
トは、必修
18単位、選
択22単位
以上

　
　
農
業
環
境
工
学
ユ
ニ

ッ
ト

植
物
生
産
科
学
ユ
ニ

ッ
ト

　
　
獣
医
学
ユ
ニ

ッ
ト

国
際
教
育
科
目

6

共
通
発
展
科
目

農
業
経
済
学
ユ
ニ

ッ
ト

区分 科目コード 授業科目名

産
学
連
携
科
目

単位数

2

2（５～８期の間で履修）

2

2

開講期



３．展開教育

家畜生産科学ユニット　

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

610010 卒業研究ゼミナールⅠ 1 ◎ 1
610020 卒業研究ゼミナールⅡ 1 ◎ 1
610030 卒業研究ゼミナールⅢ 1 ◎ 1
610040 卒業研究ゼミナールⅣ 1 ◎ 1
610050 卒業研究 2 ◎
610060 家畜生産科学実習Ⅰ 2 ◎ 2
610065 家畜生産科学実習Ⅱ 2 ◎ 2 農業
610070 家畜生産科学実習Ⅲ 2 ◎ 2 農業
610080 家畜生産科学実習Ⅳ 2 ◎ 2 農業
610100 家畜生産科学実習Ⅴ 1 1 各実験
610110 家畜生産統計学演習 1 ◎ 1
610120 家畜育種学演習 1 1 農業
610130 草地飼料学 2 　 2 農業
610150 乳肉生産科学 2 　 2
610160 家畜生産衛生学 2 　 2 農業
610170 家畜管理学Ⅱ 2 2 農業
610180 家畜栄養学Ⅱ 2 2 農業
610190 家畜育種学Ⅱ 2 2 農業
610200 家畜繁殖学Ⅱ（生殖工学） 2 2 農業

環境生態学ユニット　

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

620010 卒業研究ゼミナールⅠ 1 ◎ 1
620020 卒業研究ゼミナールⅡ 1 ◎ 1
620030 卒業研究ゼミナールⅢ 1 ◎ 1
620040 卒業研究ゼミナールⅣ 1 ◎ 1
620050 卒業研究 2 ◎
620060 環境生態学実習Ⅰ 2 ◎ 2 各実験
620070 環境生態学実習Ⅱ 1 ◎ 1 各実験
620080 保全科学 2 2

食品科学ユニット　

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

630010 卒業研究ゼミナールⅠ 1 ◎ 1
630020 卒業研究ゼミナールⅡ 1 ◎ 1
630030 卒業研究ゼミナールⅢ 1 ◎ 1
630040 卒業研究ゼミナールⅣ 1 ◎ 1
630050 卒業研究 2 ◎
630060 食品科学基礎実習Ⅰ 2 ◎ 2 各実験
630070 食品科学基礎実習Ⅱ 2 ◎ 2 各実験
630080 食品科学基礎実習Ⅲ 2 ◎ 2 各実験
630090 食品科学応用実習Ⅰ 2 ◎ 2 各実験
630100 食品科学応用実習Ⅱ 2 ◎ 2 各実験
630110 食品科学応用実習Ⅲ 2 ◎ 2 各実験
630120 酵素化学 2 ◎ 2 化学
630130 応用微生物学 2 ◎ 2 生物学
630140 環境衛生学 2 ◎ 2 化学
630150 食品衛生学 2 ◎ 2 生物学
630160 天然物応用化学 2 2 化学
630190 栄養機能化学 2 ○ 2 化学
630200 農産資源利用学 2 2
630240 品質管理 2 2
630250 乳科学 2 2 化学

必修15単位、
選択は、共通
教育基礎科
目、共通教育
発展科目と併
せて44単位以
上

2

科目コード 授業科目名 単位数 必・選

開講期

履修方法 教職１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修9単位、選
択は共通教育
発展科目と併
せて24単位以
上

2

科目コード 授業科目名 単位数 必・選

開講期

履修方法 教職１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修26単位、
選択は共通教
育発展科目と
併せて21単位
以上

2

科目コード 授業科目名 単位数 必・選

開講期

履修方法 教職１年次 ２年次 ３年次 ４年次



農業経済学ユニット　

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

640010 卒業研究ゼミナールⅠ 1 ◎ 1
640020 卒業研究ゼミナールⅡ 1 ◎ 1
640030 卒業研究ゼミナールⅢ 1 ◎ 1
640040 卒業研究ゼミナールⅣ 1 ◎ 1
640050 卒業研究 2 ◎
640060 農業経済学実習Ⅰ 1 ◎ 1 農業
640070 農業経済学実習Ⅱ 2 ◎ 2 農業
640080 農業経済学実習Ⅲ 1 ◎ 1 農業
640100 農企業会計学 2 ◎ 2 農業
640110 畜産衛生経済学 2 ◎ 2 農業

農業環境工学ユニット　

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

650010 卒業研究ゼミナールⅠ 1 ◎ 1
650020 卒業研究ゼミナールⅡ 1 ◎ 1
650030 卒業研究ゼミナールⅢ 1 ◎ 1
650040 卒業研究ゼミナールⅣ 1 ◎ 1
650050 卒業研究 2 ◎
650070 測量学実習 2 2 農業
650090 土質工学実験 2 2 各実験
650100 生物生産機械・環境工学実習Ⅰ 2 2
650110 生物生産機械・環境工学実習Ⅱ 2 2 農業

植物生産科学ユニット

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

660010 卒業研究ゼミナールⅠ 1 ◎ 1
660020 卒業研究ゼミナールⅡ 1 ◎ 1
660030 卒業研究ゼミナールⅢ 1 ◎ 1
660040 卒業研究ゼミナールⅣ 1 ◎ 1
660050 卒業研究 2 ◎
660060 植物生産科学実習Ⅰ 2 ◎ 2 農業
660070 植物生産科学実習Ⅱ 2 ◎ 2 生物学

必修14単位
2

科目コード 授業科目名 単位数 必・選
開講期

履修方法 教職１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修10単位（実
験実習の８単位
のうち、４単位を
選択必修とする。
残る4単位も選択
科目として履修
可）

2

科目コード 授業科目名 単位数 必・選
開講期

履修方法

いずれか
２科目◎

教職１年次 ２年次 ３年次 ４年次

科目コード 授業科目名 単位数 必・選

必修10単位

2

履修方法 教職１年次 ２年次 ３年次 ４年次

開講期



○帯広畜産大学大学教育センター規程

(平成16年4月7日規程第14号)
改正 平成17年4月20日規程第11号 平成18年2月15日規程第6号

平成20年3月11日規程第11号 平成22年5月26日規程第19号

平成24年3月15日規程第25号 平成24年9月12日規程第35号

平成26年3月12日規程第10号 平成27年3月19日規程第28号

平成29年3月28日規程第15号 平成29年9月20日規程第30号

令和元年11月13日規程第32号 令和4年4月1日畜大規程第1号

令和6年6月19日畜大規程第3号

(趣旨)

第1条　この規程は，帯広畜産大学組織規則(平成16年規則第1号)第17条第2項の規

定に基づき，帯広畜産大学大学教育センター(以下「センター」という。)の組織

及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。

(目的)

第2条　センターは，帯広畜産大学における入学者の選抜並びに教育の企画，調整

及び運営並びに学生の相談及び支援を行い，もって教育の充実を図ることを目的

とする。

(業務)

第3条　センターは，次に掲げる業務を行う。

(1)　教育課程の編成に関すること。

(2)　大学院担当教員の資格審査に関すること。

(3)　入学者の選抜に関すること。

(4)　授業の評価及び改善に関すること。

(5)　学生の学習支援に関すること。

(6)　学生の相談及び支援に関すること。

(7)　障がい等のある学生の特別な修学上の支援に関すること。

(8)　教育の内部質保証に関すること。

(9)　その他学生の教育及び生活等に関すること。

(職員)

第4条　センターに，次の職員を置く。

(1)　センター長

(2)　専任教員

(3)　その他必要な職員

(運営会議)

第5条　センターに，センターの運営及び連絡調整のため，帯広畜産大学大学教育

センター運営会議(以下「運営会議」という。)を置く。

2　運営会議は，次に掲げる者をもって組織する。

(1)　センター長

(2)　センターの専任教員

(3)　第7条第2項に規定する学部教育部長

(4)　第9条第2項に規定する大学院教育部長

(5)　第11条第2項に規定する入試部長

(6)　第13条第3項に規定する教育支援室長

(7)　第13条第3項に規定する学生相談室長

(8)　第13条第3項に規定する就職支援室長

(9)　第13条第3項に規定する学生・課外活動支援室長

(10)　第13条第3項に規定する留学生支援室長



(11)　第13条第3項に規定する特別修学支援室長

(12)　第13条第3項に規定する入学者選抜方法研究室長

(13)　第13条第3項に規定する入試広報室長

(14)　教務課長

(15)　入試課長

(16)　学生支援課長

(17)　その他大学教育センター長が必要と認めた職員

(部)

第6条　センターに，学部教育部，大学院教育部及び入試部を置く。

(学部教育部)

第7条　学部教育部は，学部及び別科の学生に対し教育及び学生支援の実施に関す

る必要な事項について企画，調整及び運営を行うものとする。

2　学部教育部に学部教育部長を置き，学長が指名する副学長をもって充てる。

3　学部教育部に副学部教育部長若干人を置き，学部教育部長が指名する教員をも

って充てる。

4　副学部教育部長の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし，副学部教育部長の

任期の末日は，当該副学部教育部長を指名する学部教育部長の任期の末日以前で

なければならない。

(学部教育部会議)

第8条　学部教育部に，前条第1項の実施に関し必要な事項を審議するため，帯広畜

産大学大学教育センター学部教育部会議(以下「学部教育部会議」という。)を置

く。

2　学部教育部会議の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。

(大学院教育部)

第9条　大学院教育部は，大学院の学生に対し教育及び学生支援の実施に関する必

要な事項について企画，調整及び運営を行うものとする。

2　大学院教育部に大学院教育部長を置き，学長が指名する副学長をもって充て

る。

3　大学院教育部に副大学院教育部長若干人を置き，大学院教育部長が指名する教

員をもって充てる。

4　副大学院教育部長の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし，副大学院教育部

長の任期の末日は，当該副大学院教育部長を指名する大学院教育部長の任期の末

日以前でなければならない。

(大学院教育部会議)

第10条　大学院教育部に，前条第1項の実施に関し必要な事項を審議するため，帯

広畜産大学大学教育センター大学院教育部会議(以下「大学院教育部会議」とい

う。)を置く。

2　大学院教育部会議の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。

(入試部)

第11条　入試部は，入学者選抜に関する必要な事項について，企画，調整及び運営

を行うものとする。

2　入試部に入試部長を置き，学長が指名する副学長をもって充てる。

3　入試部に副入試部長若干人を置き，入試部長が指名する教員をもって充てる。

4　副入試部長の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし，副入試部長の任期の末

日は，当該副入試部長を指名する入試部長の任期の末日以前でなければならな

い。



(入試部会議)

第12条　入試部に，前条第1項の実施に関し必要な事項を審議するため，帯広畜産

大学大学教育センター入試部会議(以下「入試部会議」という。)を置く。

2　入試部会議の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。

(室)

第13条　センターに学部教育部及び大学院教育部が実施する教育及び学生支援に係

る諸施策について，その円滑な実施，充実を図るため，次に掲げる室を置く。

(1)　教育支援室

(2)　学生相談室

(3)　就職支援室

(4)　学生・課外活動支援室

(5)　留学生支援室

(6)　特別修学支援室

2　入試部に入学者選抜方法及び学生募集広報に係る諸施策について，その円滑な

実施及び充実を図るため，次に掲げる室を置く。

(1)　入学者選抜方法研究室

(2)　入試広報室

3　前2項に掲げる室に室長を置く。

4　第1項及び第2項に掲げる室の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。

(クラス担任等)

第14条　センターに，学生の修学，学生生活に関する支援，卒業研究の指導，進路

指導及び就職支援を行うため，次に掲げる担当者を置く。

(1)　クラス担任

(2)　ユニット担任

(3)　課題・卒業研究担当教員

(4)　学生相談員

(5)　就職支援員

2　前項各号に掲げる担当者に関し必要な事項は，別に定める。

(庶務)

第15条　センターの庶務は，教務課が行う。

(雑則)

第16条　この規程に定めるもののほか，センターの運営に関し必要な事項は，セン

ター長が別に定める。

附　則

この規程は，平成16年4月7日から施行し，平成16年4月1日から適用する。

附　則(平成17年4月20日規程第11号)

この規程は，平成17年4月20日から施行し，平成17年4月1日から適用する。

附　則(平成18年2月15日規程第6号)

この規程は，平成18年4月1日から施行する。

附　則(平成20年3月11日規程第11号)

この規程は，平成20年4月1日から施行する。

附　則(平成22年5月26日規程第19号)

この規程は，平成22年5月26日から施行する。

PC2256
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附　則(平成24年3月15日規程第25号)

この規程は，平成24年4月1日から施行する。

附　則(平成24年9月12日規程第35号)

この規程は，平成24年9月12日から施行する。

附　則(平成26年3月12日規程第10号)

この規程は，平成26年4月1日から施行する。

附　則(平成27年3月19日規程第28号)

この規程は，平成27年4月1日から施行する。

附　則(平成29年3月28日規程第15号)

この規程は，平成29年4月1日から施行する。

附　則(平成29年9月20日規程第30号)

この規程は，平成29年9月20日から施行する。

附　則(令和元年11月13日規程第32号)

この規程は、令和元年11月13日から施行する。

附　則(令和4年4月1日畜大規程第1号)

この規程は，令和4年4月1日から施行する。

附　則(令和6年6月19日畜大規程第3号)

この規程は，令和6年6月19日から施行する。



○帯広畜産大学大学教育センター教育支援室内規

(平成22年5月26日制定)
改正 平成23年5月20日 平成26年3月12日

平成29年3月28日 令和4年4月1日

令和5年11月16日

(趣旨)

第1条　この内規は，帯広畜産大学大学教育センター規程(平成16年規程第14号)第1

3条第4項の規定に基づき，帯広畜産大学大学教育センター教育支援室(以下「教

育支援室」という。)の組織及び運営について定めるものとする。

(業務)

第2条　教育支援室は，次に掲げる業務を行う。

(1)　学生の修学支援に関すること。

(2)　教育内容及び教育方法の改善並びに授業の評価に関すること。

(3)　カリキュラム選択等の助言に関すること。

(4)　学生のユニット分属及び課題・卒業研究担当教員の選択に関すること。

(5)　資格教育に関すること。

(6)　教育プログラムの推進及び自己点検・評価並びに改善に関すること。

(7)　その他学生の教育支援全般に関すること。

(組織)

第3条　教育支援室は，次に掲げる室員をもって組織する。

(1)　室長

(2)　帯広畜産大学大学教育センター長(以下「センター長」という。)が指名す

る者　若干人

(3)　教務課長

(4)　その他室長が必要と認めた者

2　前項第2号及び第4号の室員の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠又

は増員による室員の任期は，前任者又は現任者の在任期間とする。

(室長)

第4条　室長は、センター長が指名する者をもって充てる。

2　室長は，教育支援室の業務を総括する。

3　室長の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の室長の任期は，前任者

の残任期間とする。

(教育支援室会議)

第5条　室長は，教育支援室会議を招集し，その議長となる。

2　教育支援室会議は，室員の過半数の出席がなければ，会議を開くことができな

い。

(教職課程運営委員会)

第6条　教育支援室に，教職課程の運営並びに自己点検・評価の実施及び改善を図

るため，教職課程運営委員会を置く。

2　教職課程運営委員会に関する必要な事項は，別に定める。

(庶務)

第7条　教育支援室の庶務は，教務課が行う。

(雑則)

第8条　この内規に定めるもののほか，教育支援室の運営に関し必要な事項は，室

長が別に定める。

附　記

PC2256
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1　この内規は，平成22年5月26日から実施する。

2　この内規の実施後，最初に選出される第3条第1項第2号及び第4号の室員の任期

は，第3条第2項の規定にかかわらず，平成24年3月31までとする。

附　記(平成23年5月20日)

この内規は，平成23年5月20日から実施する。

附　記(平成26年3月12日)

この内規は，平成26年4月1日から実施する。

附　記(平成29年3月28日)

この内規は，平成29年4月1日から実施する。

附　則(令和4年4月1日)

この内規は，令和4年4月1日から施行する。

附　則(令和5年11月16日)

この内規は，令和5年11月16日から施行する。



05【応用基礎】帯広畜産大学（自己点検・評価体制規則）←04と同一



取組概要

大学等名 帯広畜産大学

教育プログラム名 数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 新規申請用

獣医農畜産学を含む実学分野においては，データリテラシーに加えて，数理・データサイエンス・ＡＩに関するス
キルを，課題発見・解決，価値創造，意思決定へと実際に応用する能力・視点が求められる。
本プログラムでは，リテラシーレベルの知識，技能，心構えを基盤とし，広くさまざまな分野に共通して必要と
なる基礎力を，主に必修科目を通じて身につける。次いで，それらの各専門分野への応用力は，個々の関心や
分野の特性に応じて，実践的な題材を用いた演習・実習を柔軟に選択して学習する。

■ プログラムの目的と身につけられる能力

帯広畜産大学 数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム概要 （応用基礎レベル）

申請レベル 応用基礎レベル（大学等単位）

申請年度 令和８年度

農業環境工学 植物生産科学

▸数学・統計学 必修３科目４単位

▸データサイエンス応用 選択必修１科目１単位以上

農業とテクノロジー(2)

植物生態学(2) ／農業統計学(2) ／生物統計学(2)

生物統計学演習
(1) 

家畜生産統計学演
習(1)

家畜育種学演習(1) 

家畜育種学II(2)

環境生態学実習
I(2)／II(1)

食品科学基礎実
習I(2)／II(2)／
III(2)

農業経済学実習
I(1)／II(2)／
III(1)

生物生産機械・
環境工学実習
I(2)

■ プログラムの構成・修了要件

獣医学 環境生態学 食品科学 農業経済学

▸データサイエンス基礎 必修１科目２単位，選択必修１科目１単位以上

数学概論(2) ★ ／数理統計入門(1)★ ／統計学(1) ★

データサイエンス入門(2) ★ ／データサイエンス演習（データとAI(1)／計算科学(1) ／統計学A(1) ／統計学B(1) ）

家畜生産科学

（数字）は単位数，★は応用基礎レベルプログラム必修科目

植物生産科学実
習I(2)／Ⅱ(2)

必修４科目６単位，選択必修２科目２単位以上を修得すること

リテラシ―レベル

応用基礎レベル
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